
１ 概要
・ 生産性の高いヒマ栽培方法を確立

・ 農家と連携して、ヒマ栽培を拡大
・ ヒマ栽培の振興
・ 農業残さを利用した堆肥化施設の設置

２ メリット
＜ヒマ栽培の拡大＞

・地域住民の所得向上
・低利活用地の有効活用
・雇用増加、・地域経済の活性化

インドネシア・西ヌサトゥンガラ州におけるヒマ栽培を核とした
農民生計向上に関する協力事業

北九州市環境整備協会、アイ・エス・コーポレーション
JICA「草の根協力事業（地域経済活性化特別枠）」（2013～2015年度）
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■地域住民の所得向上
■低利活用地の有効活用

トウゴマ栽培量増大
目標 ： 栽培面積（7,000ha）、

ヒマ栽培の専門家/指導員数：約20人
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有機堆肥生産

•現地コンポストセンターへの技術指導

Compost

インドネシア国西ヌサトゥンガラ州の経済活性化に寄与
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